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通
常
展
示

資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
四
月
二
八
日
～
八
月
三
一
日

　

 

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」
も
今

回
で
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は

昭
和
の
日
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
展
示

室
の
一
角
に
「
昭
和
史
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
新
た
な
視
点
か
ら
「
昭
和
」

を
捉
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
そ
の
他
の
展
示
で
す
が
、「
古
代
史
に

新
た
な
資
料
を
」
の
三
年
目
と
し
て
「
神

奈
川
の
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
の
分
布
図
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
前
回
の
「
神
奈
川
の

平
安
仏
」、
前
々
回
の
「
神
奈
川
の
古
墳
時

代
」
に
続
く
企
画
で
す
が
、
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
中
世
で
は
、
喜

連
川
（
き
つ
れ
が
わ
）
文
書
の
ひ
と
つ
「
前

将
軍
足
利
義
政
御
内
書
」
の
表
装
前
の
写

真
を
出
展
し
ま
し
た
。
切
り
封
の
様
子
が

よ
く
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
近
世
は
「
検
地
」
に
重
点
を

お
い
て
み
ま
し
た
。
『
徳
川
幕
府
県
治
要

略
』
か
ら
「
検
地
要
具
之
図
」
と
、
神
奈

川
県
内
の
新
田
分
布
図
を
新
た
に
展
示
し

ま
し
た
。
今
後
も
近
世
の
代
表
的
な
文
書

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
小
特
集
を
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
現
代
で
は
、「
昭
和
史
コ
ー
ナ
ー
」
で

神
奈
川
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
的
な
資
料
を
展
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら

復
興
・
発
展
・
新
た
な
問
題
の
発
生
へ
と
、

県
行
政
の
大
ま
か
な
流
れ
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し
ま
し
た
。
見
学

の
方
々
か
ら
は
「
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
い
て
」
、
「
通
常
展
示
で

も
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
り
、
工
夫
を
す

れ
ば
興
味
の
あ
る
内
容
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
ト
ピ
ッ
ク
ス
的
な
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
、
展
示
方
法
の
工
夫
を
今

一
度
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

通常展示ポスター

連合軍指令綴

　

ま
た
、
神
奈
川
県
誕
生
の
資
料
を
展
示

し
ま
し
た
が
、
現
在
の
神
奈
川
県
域
が
明

治
初
期
に
は
伊
豆
を
含
む
足
柄
県
と
、
神

奈
川
県
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
れ

た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
今
回
の
展
示
で
も
う
一
つ
み
な

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
資
料
は
、

「
連
合
軍
指
令
綴
」
で
す
。
こ
の
資
料
は

津
久
井
教
育
事
務
所
の
統
合
に
伴
い
、
昨

年
度
当
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
す
。
内

容
は
連
合
軍
に
よ
る
教
育
現
場
へ
の
指
令

を
綴
っ
た
も
の
で
、
歴
史
的
に
も
大
変
重

要
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
毎

年
移
管
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
、
見
学
さ
れ
た
方
々
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
資
料
の
発
掘
・
紹

介
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

「
二
俣
川
村
」
の
誕
生

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
七
月
十
三
日
～
八
月
三
一
日

　

二
俣
川
の
地
名
は
、
す
で
に
鎌
倉
時
代

の
『
吾
妻
鑑
』
に
も
見
ら
れ
、
村
そ
の
も

の
の
誕
生
も
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
が
、
今
回
の
ミ
ニ
展
示
で
は
、
明

治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
「
市
制
・
町
村

制
」
施
行
か
ら
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）

年
の
横
浜
市
編
入
ま
で
の
資
料
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

 

「
市
制
・
町
村
制
」
施
行
に
際
し
、
県

は
、
二
俣
川
村
・
上
星
川
村
・
川
島
村
・

三
反
田
村
・
市
野
沢
村
・
今
井
村
・
小
高

新
田
の
七
ヶ
村
で
の
合
併
案
を
提
示
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
上
星
川
・
川
島
の

両
村
は
橘
樹
郡
仏
向
・
坂
本
両
村
と
の
合

併
を
主
張
、
こ
れ
に
反
発
し
た
二
俣
川
村

は
一
村
で
の
独
立
を
請
願
し
ま
し
た
。
し

か
し
こ
れ
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
三
反
田

村
の
反
発
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
二
俣
川
村
・
三
反
田
村
・
市
野
沢
村
・

今
井
村
・
小
高
新
田
の
五
ヶ
村
が
合
併
し
、

新
生
「
二
俣
川
村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

一
方
、
上
星
川
・
川
島
両
村
が
合
併
し
て

西
谷
村
と
な
り
、
二
俣
川
・
西
谷
両
村
は

組
合
村
を
形
成
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
組
合
村
は
組
合
費
の
負
担
を
め
ぐ
り

た
び
た
び
対
立
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
二
俣
川
村
も
横
浜
市
域
拡
大
の
流

れ
の
中
で
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
四
月

一
日
に
横
浜
市
に
編
入
さ
れ
、
合
併
村
を

分
離
し
、
保
土
ヶ
谷
区
二
俣
川
町
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
館
に
は
今
回
紹
介
し
た
資
料
の
他
に

も
二
俣
川
に
関
す
る
中
世
・
近
世
の
資
料

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

昭和10年の「二俣川村」

「
徳
川
慶
喜
書
簡
」　

 

山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
寄
贈
）

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

徳
川
慶
喜
の
書
簡

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
五
月
一
〇
日
～
六
月
三
〇
日

　

平
成
十
九
年
度
第
一
回
の
ミ
ニ
展
示
は
、

江
戸
幕
府
一
五
代
将
軍 

徳
川
慶
喜
の
書

簡
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

幕
末
の
混
迷
す
る
時
代
に
将
軍
と
な
っ

た
慶
喜
は
、
王
政
復
古
を
嚆
矢
と
す
る
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
の
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
に
敗
れ
ま
す
。
江
戸
へ
と
逃
げ

帰
っ
た
慶
喜
に
対
し
て
、
朝
廷
は
追
討
令

を
発
し
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
東
征
大

総
督
と
し
た
追
討
軍
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

慶
喜
は
江
戸
へ
戻
る
と
す
ぐ
に
隠
居
を

表
明
し
、
朝
廷
の
許
し
を
乞
う
た
め
の
働

き
か
け
を
始
め
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
四
月
に
死
一
等
を
減
じ
ら

れ
た
慶
喜
は
、
水
戸
で
の
蟄
居
謹
慎
を
命

じ
ら
れ
江
戸
を
去
り
ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
は
、
こ
う
し
た
中
の
慶
応
四

年
二
月
、
慶
喜
が
朝
廷
に
対
し
、
自
身
へ

の
追
討
軍
派
遣
の
猶
予
を
願
い
出
た
も
の

で
す
。
宛
所
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

朝
廷
に
近
し
い
人
物
に
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ち
っ
き
ょ

た
る
ひ
と



ミ
ニ
展
示

三
条
実
美
の
書
簡

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
九
月
十
三
日
～
十
月
三
一
日

　

平
成
一
九
年
度
三
回
目
の
ミ
ニ
展
示
で

は
、
明
治
維
新
の
担
い
手
で
あ
り
、
明
治

政
府
の
要
人
で
あ
っ
た
三
条
実
美
の
書
簡

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

三
条
は
江
戸
時
代
末
期
に
京
都
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
、

一
八
歳
で
三
条
家
を
継
ぎ
、
従
五
位
上
侍

従
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
政
五
年
に
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の

調
印
問
題
で
朝
廷
と
幕
府
の
衝
突
が
あ
り
、

大
老
井
伊
直
弼
の
弾
圧
に
よ
り
、
父
実
万

が
官
位
を
辞
職
し
、
出
家
し
ま
し
た
。
実

美
も
父
の
立
場
を
引
継
ぎ
、
尊
王
攘
夷
派

の
公
卿
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

文
久
二
年
、
議
奏
と
な
り
長
州
藩
と
協

力
し
て
倒
幕
尊
王
攘
夷
派
公
卿
の
中
心
を

担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
、
第
一

四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
上
洛
の
際
御
用
掛

を
勤
め
ま
す
が
、
八
月
一
八
日
の
政
変
に

よ
り
京
都
を
追
放
さ
れ
、
長
州
（
現
山
口

県
）
に
下
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
宰
府

（
現
福
岡
県
太
宰
府
市
）
に
移
さ
れ
、
こ

こ
で
王
政
復
古
を
迎
え
ま
し
た
。

　

慶
応
三
年
一
二
月
、
帰
京
し
岩
倉
具
視

ら
と
共
に
議
定
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
新
政
府
の
副
総
裁
兼
事
務
総
督
な

ど
を
歴
任
、
明
治
二
年
に
太
政
官
の
設
置

に
伴
い
右
大
臣
に
、
明
治
四
年
に
は
太
政

大
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
書
間
は
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年

の
二
月
三
日
に
、
新
政
府
の
副
総
裁
で
あ
っ

た
岩
倉
具
視
に
宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で

す
。
実
美
は
こ
の
時
新
政
府
の
副
総
裁
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
位
を
反
映
し
て
か

書
簡
の
内
容
も
多
岐
に
渡
り
、
新
政
府
内

の
人
事
や
、
天
皇
の
養
育
方
針
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
て
い
ま
す
。
こ
の
書

簡
か
ら
、
明
治
初
年
の
新
政
府
部
内
で
の

実
美
の
立
場
と
、
当
時
の
政
権
構
想
の
一

端
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
岩
倉
具
視
宛
三
条
実
美
書
簡
」

　
　

山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
寄
贈
）

所

蔵

資

料

紹

介

◆
歴
史
的
公
文
書

　

二
〇
〇
九
年
横
浜
は
開
港
一
五
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
今
か

ら
五
三
年
前
、
神
奈
川
県
が
開
国
百
年
を

迎
え
た
と
き
の
賑
わ
い
を
綴
っ
た
二
冊
の

公
文
書
で
す
。

　

開
国
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の

夏
四
隻
の
軍
艦
を
率
い
た
ペ
リ
ー
提
督
が

浦
賀
沖
に
現
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
翌
安
政
元
年
再
度
来
日
し
た
ペ
リ
ー

に
よ
っ
て
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）

が
締
結
さ
れ
、
下
田
と
箱
館
が
開
港
、
日

本
は
開
国
し
ま
す
。
つ
い
で
下
田
の
ア
メ

リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
は
幕
府
に
通
商
条
約

の
締
結
を
迫
り
ま
す
。
そ
の
結
果
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
大
老
井
伊
直
弼
は
勅
許

を
得
な
い
ま
ま
日
米
修
好
通
商
条
約
を
調

印
、
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
と
安
政
の
五
カ
国
条
約

を
締
結
し
ま
す
。
こ
う
し
て
翌
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
六
月
二
日
小
さ
な
漁
村
横

浜
村
が
開
港
し
ま
す
。

　

こ
の
公
文
書
は
、
昭
和
二
九
年
（
一
九

五
四
）
四
月
五
日
（
「
神
奈
川
条
約
締
結
記

念
日
」
、
旧
暦
三
月
三
日
）
か
ら
六
月
二
日

 

「
昭
和
二
十
八
年
度　

開
国
百
年
祭

（
一
）」「
昭
和
二
十
九
年
度　

開
国

百
年
祭
（
二
）」（
Ｂ
Ｈ
６―

５
、
６
）

（
開
港
記
念
日
）
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た

「
開
国
百
年
祭
」
の
記
念
式
典
を
は
じ
め

井
伊
掃
部
頭
銅
像
復
元
の
除
幕
式
な
ど
二

一
の
行
事
の
計
画
案
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら

実
施
ま
で
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。

　

県
庁
本
庁
舎
な
ど
県
内
十
一
ヶ
所
に
記

念
碑
の
建
立
が
こ
の
と
き
行
わ
れ
た
こ
と

が
改
め
て
分
か
り
ま
す
。
ま
た
計
画
が
進

行
す
る
過
程
で
横
浜
開
港
の
恩
人
と
し
て

佐
藤
政
養
や
佐
久
間
象
山
、
岩
瀬
忠
震
ら

の
名
前
が
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
歴
史
の

評
価
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
な
お
前
年
に
行
わ
れ
た
開

国
百
年
祭
記
念
都
民
の
集
い
や
下
田
の
黒

船
祭
、
神
戸
の
み
な
と
祭
の
復
命
書
も
添

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
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 電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）下車／徒歩17分又は

交通の案内 相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで「運転試験場」下車徒歩 3分

 車 の 場 合 「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
八
号
）

平
成
十
九
年
九
月
三
〇
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

講
座
の
ご
案
内

 

・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

一
二
月
二
日　
　

二
宮
町

 

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

二
月
三
日　

～
三
月
九
日　

の
各
日
曜

　

日
（
全
六
回
）

展
示
の
ご
案
内

★
企
画
展
示

 

・ 

「
か
な
が
わ
の
福
祉
」

　

九
月
二
七
日　

～
一
一
月
二
五
日

 

・ 

「
か
な
が
わ
の
道
」

　

一
月
二
四
日　

～
三
月
九
日

★
ミ
ニ
展
示

 

・ 

「
三
条
実
美
の
書
簡
」

　

九
月
一
三
日　

～
一
〇
月
三
一
日

 

・ 

「
横
浜
市
の
集
団
学
童
疎
開
」

　

一
一
月
九
日　

～
一
二
月
二
五
日

 

・ 

「
岩
倉
具
視
の
書
簡
」

　

一
月
一
〇
日　

～
二
月
二
九
日

 

・ 

「
占
領
期
の
学
校
」

　

三
月
七
日　

～
三
月
三
〇
日

★
常
設
展
示

　

四
月
一
七
日　

～
三
月
三
〇
日

 

・ 

「
神
社
明
細
帳
の
世
界
」

 

・ 

「
国
鉄
鶴
見
事
故
」

 

・ 

「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
書
簡
」

 

・ 

「
井
伊
直
弼
の
書
簡
」

 

・ 

「
周
布
公
平
の
書
簡
」

●
古
文
書
資
料

慶
応
元
年
外
国
貿
易
契
約
書

　

本
書
は
、
安
政
六
年
五
月
二
八
日
幕
府

が
神
奈
川
・
長
崎
・
箱
館
を
開
港
し
英
・

仏
・
米
・
露
・
蘭
の
五
ヶ
国
に
自
由
貿
易

を
許
可
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
英
国
商
人

と
日
本
商
人
と
の
貿
易
の
契
約
書
原
本
で

す
。
西
洋
の
産
物
購
入
に
つ
い
て
日
本
商

人
伊
豆
屋
徳
三
郎
が
、
英
国
商
人
ケ
ン
フ

ナ
ラ
と
取
極
め
た
九
条
か
ら
な
る
日
本
文

契
約
書
で
、
ケ
ン
フ
ナ
ラ
の
自
筆
書
名
が

見
ら
れ
ま
す
。
外
国
商
品
の
買
い
求
め
に

は
、
「
御
禁
制
之
品
は
相
除
」
く
、
と
第

四
条
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
伊
豆
屋
徳
三

郎
は
、
豆
州
子
浦
の
出
身
で
横
浜
町
五
丁

目
弁
天
通
南
側
阿
波
屋
万
太
夫
上
知
跡
地

に
文
久
二
年
九
月
開
業
し
ま
し
た
。
子
の

富
太
郎
は
、
慶
応
元
年
幕
府
に
軍
資
金
と

し
て
金
三
三
〇
両
、
翌
年
金
五
〇
両
と
八

ポ
ン
ド
鉄
造
大
砲
弐
挺
を
寄
付
し
て
い
ま

す
。
同
年
太
田
新
田
埋
め
立
て
地
内
に
千

百
三
十
五
坪
余
の
地
所
を
借
用
し
地
代
前

金
と
し
て
八
百
五
十
一
両
余
を
支
払
う
富

裕
商
人
で
し
た
。
ケ
ン
フ
ナ
ラ
は
、
文
久

元
年
頃
出
版
「
横
浜
開
港
便
覧
」
外
国
商

館
に
「
弐
拾
五
番
ケ
ン
フ
ナ
ラ
」
と
あ
り

ま
す
。
倉
庫
を
配
置
し
た
ケ
ン
フ
ナ
ラ
の

住
宅
が
五
雲
亭
貞
秀
「
外
国
人
住
宅
図
」

に
見
ら
れ
、
生
糸
買
入
商
と
し
て
著
名
な

商
館
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
伊
豆
屋
徳
三
郎
の
子
孫
池
津
福
治
郎

氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
池
津
珍
蔵
関
係
資
料

郡
の
一
つ
で
す
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

（木）

（日）

（日）

（木）（木）

（水）（火）

（金）（木）

（金）

（金）

（日）
（日）

（火）

（日）

（日）
（日）




